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神岡鉱業（株）／亜鉛・鉛鉱石の採掘を中止 

 

当社 三井金属（社長 宮村眞平）は、平成１３年６月末日をもって、１００％子会社である神

岡鉱業株式会社（社長 高橋修三）における、亜鉛・鉛鉱石の採掘を中止することを決定いたし

ました。 

 

本鉱山は、長年にわたり三井金属の中核的事業として、また亜鉛・鉛を中心とした基礎素材の

安定供給源として、重要な役割を担ってまいりました。 

しかしながら、近年、精力的な探鉱活動にもかかわらず鉱量が枯渇し、保安確保も困難になり

つつあるため、平成１３年６月末をもって亜鉛・鉛鉱石採掘を中止することを決定いたしました。 
この間、本鉱山の安定操業に対しまして、国、地元岐阜県、神岡町及び富山県並びに関係各位

から賜りましたご指導・ご支援・ご協力に対し、深甚なる謝意を申し上げます。 

 

今後は、亜鉛・鉛鉱石の採掘は中止いたしますが、関係機関各位のご指導を仰ぎながら、石灰

石の採掘や鉱害防止工事に取り組むとともに、現在世界的にも注目されている「スーパーカミオ

カンデ」に代表されますように、強固な岩盤を利用した地下空間施設を利用する事業（いわゆる

地下空間利用事業）等に取り組み、地域経済発展に寄与して参りたいと考えております。 

 

神岡鉱業（株）と致しましては、亜鉛・鉛製錬事業を中心に、地下空間利用、その他関連事業

を従来にも増して全力で取り組んで参る所存ですので、引き続き関係各位のご支援、ご協力を賜

りますよう、お願い申し上げます。なお、亜鉛製錬事業につきましては、１００％海外輸入鉱石

による操業（現状は海外輸入鉱石７０％で操業）を、可能な限り今後とも行って参りたいと考え

ております。 

 

なお、本件に伴う雇用対策につきましては、同社内での配置転換並びに三井金属グループ企業

への転勤等により、万全を期す所存でございますので、特段のご理解とご協力をお願い申し上げ

ます。 

以上 

 

 



【本件お問い合わせ先】 

      三井金属  広報室 鹿江
か の え

政二 T e l e p h o n e   0 3 - 5 4 3 7 - 8 0 2 8  

 
 

＜ご参考＞ 

 

・神岡鉱業株式会社の概要 

所在地 ： 岐阜県吉城郡神岡町大字鹿間１－１ 
   設 立 ： 昭和６１年５月１日（三井金属より分離独立） 
   資本金 ： ４６億円 
   従業員数： ３１０名（うち鉱山部門従業者４５名） 
   事業内容： 亜鉛・鉛鉱石の採掘 

地下空間利用事業（今後とも継続） 
亜鉛・鉛地金、同関連製品の製造・販売（今後とも継続） 
金属粉の製造・販売（今後とも継続） 

   売上高 ： １６，２６４百万円（平成１２年３月期） 
   採掘量 ： 三井組の鉱山経営開始（明治 7年）以降約 130年間で、 

総採掘量は 75百万トン。 
最盛期には 4，700トン/日の採掘量であったが、現在は 1，000トン/日 

起 源 ： 当地で養老年間に黄金を産し、天皇に献じた旨口伝あり 
          
 
・スーパーカミオカンデ 

   東京大学宇宙線研究所殿が、神岡坑内の地下１，０００ｍにおいて平成７年に設置した「大

型チェレンコフ宇宙素粒子観測装置」で、５万トンの純水を貯蔵する水タンク（高さ４１．

４ｍ、直径３９．３ｍ）です。 
   この装置により、陽子崩壊の探索を行い、素粒子物理学の中でも最も謎の多い大統一理論

を実験的に検証するのが第一の目的です。 
さらに本装置を使って宇宙から飛来するニュートリノを観測し、星を輝かせたり星の大

爆発をひき起こすエネルギー源を解明するとともに、宇宙の進化の謎に迫る宇宙物理学の

研究が第二の目的です。  
（東大宇宙線研究所殿作成パンフレットより抜粋） 

 
 

以上  
 


